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「私にとつて大切な社会は何か」と闘カ’れたとき、すぐ恩い出したのは国際交流会館です。今私が住

んでいるこの寮は、今まで私が住んでいた場所とはとても違います。初めての一人暮ξし、たくさん

の隣の人との交流、一階にある多實的ルームのことがそうです。

　私が済んでいる国際交流会館8棟は新しくできた建物です。私が住んでいる2階は、8月引つ越して

きたときは誰も住んでいませんでした。私が始めて引つ越してきたのです。夏休みだつたので一時帰

国したり留学ガ終わつて縄つたりして、A棟の部屋もだいたい窒いていたので、とても静かで寂しか

つたです。9月末になつて、いよいよ隣の部屋かξ人の気配が感じられました。私はとても嬉しくて

すぐト＝アを関けて挨拶をしました。その目か♂どんどん留挙生たちが引つ越してきて、いつの聞にか

国際交流会館は満窒になりました。

授業やパイトが終わつて察に帰つてくると、いつも1階の多目的ルームでは留挙生たちが料理をし

たり、酒を飲んでいたり、テレビを見ていたりし泰す。私はその人たちに挨拶をします、昌が合つた

のに行き過ぎるのはいやだからです。そしたら、その人たちに誘われて酒を一緒に飲んだり食ぺたり

して、いつの聞にか小さなパーテイーになります。とても薬しいです。

　10月3佃は、グループのメンパーたちが私が住んでいる園際交流会館け散歩」を来ました。来る前

は、何をしたらいいのか悩みました。小さい部屋で何をするか、朝なので酒を退く下もできないし、

力一一ト＝ゲームでもいようかと恩い泰した。しかし、実際に都屋に入つたら、僕の部屋を紹介したり、

韓圏の好きな歌手やテレピ番組を紹介することですぐ時聞がたちました。前目、友達と自分の部屋で

酒を欽んで、片付けずにすぐ寝たのでちよつと激らかつていたのでちよつと恥ずかしかつたが、それ

もそれなりに魅カを発散していました。目当たりもすごく暖カ’くて、ウーロン茶を飲みながξ薬しみ

ました。みんな翼妹深く私の語を聞いてくれて嬉しかつたです。実は1階の多弩的ルームも紹介しな

がら、お酒でも飲みたかつたが、それは今度ぜひしたいと恩います。

　国際交流会鎧を出て、李さんのパイト先であるぺ一グル屋さんに行きました。それはALV嚢の中に

ありました。何團も行つたことがある糺VEだつたのにこの店は初めて見ました。とてもきれいなお

店で親切な店曇きんが働いていました。事さんともとても伸良く見え豪した。お勧めのぺ一グルはと

てもおいしかつたです。私もこういうところでパイトして見たいなと恩いました。

　11月10目は、みんなと千秋公園へ行き奏した。前買ちよつと寒かつたので心配したが、当目は少し

暖かくてよかつたです。もう終わつたと恩つていた紅葉もすごくきれいに残つていて嬢しかつたです。

神社にいる猫と遊んだり、立ててある銅像について書かれている文を一績に読んで見たり、何團も行

つたことのある千秋公園が新しく感じられました。

　芝生が広がつているペンチで、来る前に賢つたお弁当を食ぺました。いい天気で、人もあ豪りいな

い静かな雰囲気の公園だつたのでとても平璃的でした。私たちだけ、にぎやかに話をしていました。

とても静か過ぎる秋田が私は平荊的で好きだけど、一生ここで暮らすのは無理かも知れないといいま

した。それは競争などが少ないため刺激がないと恩うからです。都会だといろいろな人がいてそうい

う人を見るだけでも感じれるものができるからです。それで刺激がある都会が私はもつと好きだと言

いました。でもこの目は、この静かな雰圏気がちようどよかつたです。



　その後、授業でグループの人と私の文について話しました。舞さんは「ジ賛ンは、誰でも仲良くで

きる人だなと、話していて恩いました。ジヨンの部屋では、まつたりとした時間をすごしてよカ’つた

です。次はお酒ですね1」とコメントおもξいました。自分が住んでいる国際交流会館こ部屋でまつ

たりとした蒔間をすごしてとてもよかつたと患います。やはりその彊カ、い目当たりも一役をしたので

はないかと恩いました。

李莫傑きんカ’らはギそうですか、勇の人は刺激やにぎやかなところが好きか。私は秋園の静かさが

大好きだ、たぶん一生ここに住んでも大丈失カ崎。でも国の人や家族と離れたくないから、やはり帰

る」とコメントをもらいました。千秋公園で話したことについて話してくれました。

晴暮ぼ幅際交流会館での薬しい生活が想像できました。僕も人と会つたら出来るだけ声をカ’けた

いと恩つているので、あつた時はあいきつし泰し参う。韓圏の話をもつと聞カ、せて下さい1」とコメ

ン1、をもらいました。圏際交流会館での短い時闇で、薬しい生活を想像してくれてうれしかつたです。

もつと本格的に薬しさを見せたいなと恩いました。

　国際交流会館は、ある人に対してはただの寮かもしれません。例えぱ、交流せずに部屋に婦つたら

自分のことぱかりしたり、または忙しくて婦つてきたら寝るだけする人には、そうだと恩います。し

かし、私は隣の人に輿味を持つてい泰す。いろんな圏からいろんな人が来ているので、どう過ごして

いるのか剣りたくなります。それはたぷん噌分と遼う考え方を持つている人」を断るのではなくて、

知りたがる私の性格のせいかもしれません。1階の多團的ホールという所でも、ただすれちがうと何

もないところになると思い余す。しかし、輿味を持つて話しかけたり、一緒に何か作つたり食ぺたり

するととても薬しい空閏になります。ある目、パイトが終わつて帰つてきたξ、1階でアメリカとケ

ニヤとオーストラリアの友逢が酒を飲んでい蒙した。僕がドアを開けて「Hell〇一と言つたら、みんな

し緒に飲んで」て言つてくれました。それで余た新しいパーテイーが始まり泰す。好きな音楽の話

をしたり、モトカノやモトカレの話をしたり、おいしいお店を発見した語とか薬しく話をします。こ

のように楽しい話をしていると、バイトの疲れはきつと消え泰す。

　後3ケ月くらいしか残つてない秋顕の生活、その中でも国際交流会館での生活はどんなふうに生き

ていきたいか。最近、寒くなつてから少しルーズな生活になつたと恩います。ここに往んでいる挙生

たちもあ余り部屋から出なくなつた気がし豪す。ぽかの人も寒いから布圃カ’ら出づらくなつたのでは

ないかと恩います。もつと元気出してみんなと薬しみたいなと恩い泰す。きつと先に誘うと嬉しがつ

て出てくるはずです。僕も今の時類、誘われると嬉しがつて出カ’けるからです。先に誘う気持ちにな

かなか出来ない季節だと恩い泰す。それと、ペランダのところでみんなと鎌倉も作つて見たいです。

私が恩う「杜会」とは、みんなと薬しく遊ぺる安崖した場所だと恩います。実は社会と言われたと

きはじめに恩い出したのはボ杜会問題Jという単語でした。複雑でいろいろなことがおきる乱雑な世

界つというイメージです。しかし、国際交流会館という実際にすんでいる、臭体的な杜会について考

えて見ると、実はとても楽しいことが多いところかもしれないと恩いました。毎目難しい問題が起き

る杜会じやなくて、薬しいことが起きる杜会になつて像しいなという意味で、杜会とは薬しく遊ぺる

安定した場所だと考えて見ました。



　自分の考えを文として蕃くのは難しいと恩いました。それを、グループの人たちに見せてもξい、

缶変えることが出来たし、もつと具体的な理由を蕃くつて言うことを先生かξ教えてもらい、もつと

考えて文を書くことになりました。


